
0 9 6

研究・実践報告のほか、「VOICE！」、ちょっとした
ケアの工夫、ミーティング実況報告、ケースレポー
トなどなど、内容はなんでも結構です。執筆形式は
問いません。ただし、未発表のものに限ります。
国内・国外を問わず、他誌に掲載されたもの、掲載
予定のもの、みずからあるいは第三者のホームペー
ジに収載、また収載予定のものはご遠慮ください。

★研究論文については、下記をご参照ください。
❶ 8000字以内（図表は 250字とカウント）。
❷メールでの送信も可能です。
❸ワープロなどをご使用で、郵送される場合は、原稿と共にフ
ロッピーディスク（テキストファイル）を同封してください。
❹著作権侵害を避けるため、他誌（書）から引用される場合
には、必ず出典を明記してください（本文引用の肩に番号を
つけ、本文末尾に一括して引用順に）。〈雑誌〉執筆者：論
文名、雑誌名、巻数、号数、引用ページ、発行所、発行場
所（外国の場合のみ）、発行年。
❺他誌からの転載は、原作者（または出版社）の許諾が必要
です。
❻個人情報の扱いについては十分な配慮と、必要な場合は同
意を得て執筆をお願いします。
❼印刷物からの複写・複製などについて。投稿された論文が
本誌に掲載された場合、印刷版面を利用して複写・複製、送
信し（データベース化などの変形仕様も含む）領布すること、
翻訳・翻案・ダイジェストなどにより、二次的著作物として領
布すること、および第三者に対して転載を許諾する権利は医学
書院に帰属します。なお、著作者ご自身のこれらの権利を制
限するものではありませんが、再利用される場合は事前に弊社
あてご一報ください。
❽論文の採否は論文審査委員会の査読を経て決定します。審
査の結果、原稿へ加筆、修正をお願いすることがあります。
原稿、フロッピーディスクは採用するしないにかかわらず返却い
たしません。
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本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信
権（送信可能権を含む）は（株）医学書院が保有します。
本誌を無断で複製する行為（複写、スキャン、デジタルデータ化など）は、
「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられ
ています。大学、病院、診療所、企業などにおいて、業務上使用する目的
（診療、研究活動を含む）で上記の行為をおこなうことは、その使用範囲
が内部的であっても、私的使用には該当せず、違法です。また私的使用
に該当する場合であっても、代行業者等の第三者に依頼して上記の行為
をおこなうことは違法となります。
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投稿をお待ちしています 編集後記
食材や手法が体系的に決まっているフランス料理に比べて、
地方料理の集合体からなるイタリア料理では、「その土地の食
材、気候に合った加工法」というスタンスこそが重視されるそ
うです。そして、旬の日本人イタリア料理人は今、東京ではな
く食材豊かな地方にいて大活躍とのこと（『外食 2.0』君島佐
和子、朝日出版社）。おぉ、なんて創造的！　鼻血が出そうだ！
と、看護とイタリアンの共通性を超勝手に見出し、これまた勝
手に大興奮しました。料理人も看護師さんも、体系やセオリー
に縛られない、自由で創造的な専門職なのだと。
1つずつ学ぶと難しいし、教科書の中のものだと思っていた「理
論とモデル」ですが、今号特集では「個別事例を展開するた
めのツール」というそのスタンスを含めてご紹介できたらと考え
ました。美味しい実践が日本全国に広がってくれるとうれしい
です。 （米沢）

特集 1 精神科の治療動向 2013
統合失調症、うつ病、双極性障害、てんかんについて、精神科での治療動向をそれぞれの第一人者に解説していただきます。

特集 2 看護のための性格論②
「人として見る」ことと「診断病名」のあいだにある有効な手掛かりとは。
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